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【事業の目的・概要・対象】

【背景】

施策： 小・中学校教育の充実

事業名： 小学校体育大会開催事業 現状維持 予算額
3,169 千円

3,137 ≫

財
源
内
訳

国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 3,169 千円

＜目的＞
　教育活動の一環として捉え、各種大会を通じて体育の振興や生涯にわたってスポーツ
に親しむための基礎づくりとする。

＜概要＞
　市内小学生の体育の充実・発展及び心身の健全な発達等を図るため、体育祭を小学校
体育連盟に、水泳大会を大村市水泳連盟に委託している。

＜対象＞
　市内小学生５・６年生全員

学校教育法施行規則第５０条　学習指導要領

担当課 学校教育課 問合せ先 0957-53-4111(内線３６６)



【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)

体育祭参加者数 目標値 人 2,089 2,017 2,017

目標値 人 553 500 500

H32
(目標)

2,017 2,017

500 500

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

水泳大会参加者数

目標値

目標値

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計
事業費 1,854 2,222 2,330 3,137 3,169 3,169 15,881

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 0
一般財源 1,854 2,222 2,330 3,137 3,169 3,169 15,881
人件費 2,467 2,821 1,504 1,604 1,604 1,604 11,604
職員 0.30人 0.40人 0.20人 0.20人 0.20人 0.20人 1.50人

0.00人
時間外勤務 100h 25h 75h 25h

4,741 4,773

25h 250h
嘱託員

2次評価 1次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

市内全小学校５・６年生が対象であり、市が関与することが妥当である。

有効性
(施策貢献度)

日頃の体育科学習等の成果を市内のすべての学校が参加し発表するものであり、健全な心身
を育み、親睦を図る上で成果を上げている。

効率性
(コスト)

削減の余地なし

4,773 27,485

1次評価 担当者意見のとおり

フルコスト 4,321 5,043 3,834


